
福祉サービス事業 フリーダム創生 

 

就労継続支援Ｂ型（工房ナザレ）２０２２年事業計画書 

 

従業員数 

 管理者（兼務) １名  サービス管理責任者（兼務） １名 

 職業指導員３名  生活支援員２名（うち パート１名） 

利用者数（定員３５名） 

 実利用者 知的障害者２０名 精神障害者５名 合計２５名 

（知的障害者のうち 身体障害との重複４名・視覚障害との重複２名） 

 

【運営目標】 

利用者が自立した日常生活、又は社会生活を営むことができるよう、就労の機会を提

供するとともに、生産活動その他の活動の機会を通じて、その知識及び能力の向上の

ために必要な訓練、その他の便宜を適切かつ効果的に行います。 

また、地域との結び付きを重視し、利用者の所在する市町村や他の障害福祉サービス

事業者、相談支援事業者、障害者支援施設等、及び保健医療サービス等を提供する者

との密接な連携に努めます。 

障害福祉サービスの事業などの人員、設備及び運営に関する基準に定める内容の他、

その他の関係法令等を遵守し、事業を実施するものとします。（運営規定より） 

 

1， 一人ひとりの障害を個別の個性として捉え大人として、丁寧に接します。 

2， 利用者の希望やニーズに応えながら作業等のスキルアップを目指した支援をします。 

3， 納品先、販売先、作業等の確保で一定の売り上げの保持ができるように努めます。 

4， 身体、心理、ネグレクト、性的、経済的の虐待を未然に防ぎ適切な支援を行います。 

上記内容を感染防止、予防対策を行いながら提供していきます。 

 

【サービス（支援）内容】 

個人の希望や能力等を考慮し個別支援計画の作成を行います。６か月後にその計画

が適切か、無理がないか等をモニタリングし、その後サービス担当者会議を行い、再

度個別支援計画を作りその内容を共有し、支援を行います。 

 支援の内容としましては、個人の希望する作業を取り入れながら技術や能力向上の

ための訓練として、パンやクッキーなどの生産活動を行います。その他、紙漉きカレ

ンダーのための絵画作成、内職や販売（施設販売、バザーなど）で充実した仕事をし

ていただきます。 

その他、生活相談、健康管理、必要な介助を含め、支援、助言を行います。 



【支援効果と課題】 

1、 一人ひとりの障害を個別の個性として捉え大人として、丁寧に接します。 

効果：障害も一人の個性、性格として捉え、障害に関わらず大人として丁寧な言葉

で接しお互いが尊重し合える関係を築くことができます。 

課題：距離感を間違えて馴れ馴れしい関係になり、言葉使いが乱れ大人としての対

応が難しくなることがあります。利用者との距離感を常に意識することが必要。 

2、 利用者の希望やニーズに応えながら目標を立て、技術向上に繋がる支援をします。 

効果：自分で希望した作業を取り入れることでやる気を引き出すことができます。

また、自分の決めた目標を達成できることで次の目標を見出すことができます。 

課題：個人によって希望の作業をしても目標達成することができずに自信喪失に繋

がる可能性があります。個人個人の事後観察とフォローが必要です。 

3、納品先、販売先、作業の確保で一定の売り上げの保持ができるように努めます。 

 効果：一定の売り上げを保つことで利用者に支払う給料を維持します。給料を得る

ことで働くことの楽しさや就労する希望を持っていただくことができます。 

  課題：コロナ禍の現在、計画していた販売先のキャンセルの恐れがあります。世の

中の情勢によって左右されることのない販売先や注文、納品先の確保が必要です。 

4、身体、心理、ネグレクト、性的、経済的の虐待を未然に防ぎ適切な支援を行います。 

効果：虐待の防止により事業所を自分の居場所としてとらえていただくことにより、

心身ともに安心して働くことができます。 

課題：指導のつもりの言葉で利用者に威圧的になる可能性があります。余裕を持っ

て丁寧な説明をすることが必要です。 

 

これからも世界的にコロナ禍の中で制限された生活を強いられる日常が続くと思わ

れますが、そんな環境の中でもフリーダム創生の働きに協力してくださり販売や納品を

させて頂ける企業様や施設様があります。 

フリーダム創生としましては、できる限りの感染防止対策をしながら各関係各社様と

協力して販売参加や納品を続けていきたいと思っています。 

パンに関しましては毎日 60 個のパンの納品をさせて頂ける老人施設様が新しく増え

ましたが、今まで納品を続けてきました淀川キリスト教病院内のコンビニエンスストア、

ロイヤル様が新年度より淀川キリスト教病院から撤退されるとのことで、これから先淀

川キリスト教病院様と話し合いをしていく必要があります。 

また、新規利用者獲得のための実習なども感染予防対策などこちらからのアピール 

を表すために自立支援協議会や各支援学校の先生方との関係構築に努めていきます。 

 


